
タイトル：未来へのメロディー

場面：高校の音楽室

登場人物）

田中美咲（主人公）ー高校２年生。音楽が大好きで、ピアノの才能に恵まれているが、自分に自信が持てない。

山田大介（ヒーロー）ー高校２年生。クールで優れたギタリストだが、過去のトラウマから音楽への情熱を失っている。

佐藤由香（主人公の親友）ー高校２年生。明るく元気な性格で、美咲の良き理解者。

先生（音楽の指導教官）ー2人の才能を見抜く。厳しいが温かい存在。

【シナリオ】

（美咲がピアノを弾いている。音楽室には静まり返っている）

美咲（心の声）：（弾きながら）私の音楽、きっと誰も感じてくれないんだろうな・・・

（そこに大介が入ってくる。彼はギターを背中にかけている）

大介：おい、美咲。また一人で音楽やってるのか？

美咲：あ、大介。ええ、そうなの。つまり・・・うん、何でもないよ。

大介：そうか。俺も久しぶりにギターを弾いてみたい気分なんだよな。

美咲：えっ、本当に？じゃあ一緒に演奏しようよ！

（大介と美咲は初めて共演し、お互いの音楽に触れ合う。）

大介：なんだか・・・久しぶりに楽しい気分になれたよ。ありがとう、美咲。

美咲（にっこり）：いえ、私こそ・・・ありがとう。

（二人は次第に音楽を通じて心を通わせていく）

場面：学校の屋上

（大介と美咲が屋上で音楽の話をしている）

大介：実は、俺は昔から音楽を封印してたんだ。家族とのトラウマがあって

美咲：トラウマ・・・？

大介：そう、父がギタリストで、家族全員でバンドを組んでいたんだ。だけど、俺が父の前でミスをしてしまって・・・

美咲：それで、音楽をやめたんだ？

大介：うん、それから音楽への情熱を失ってしまったんだ。

美咲：大介、私ならきっと君の音楽を受け止められると思うよ。

大介：本当にか？

美咲：うん、だって私も自分の音楽に自信が持てなかったんだ。でも、君と一緒に演奏したら、少しずつ自信がついてきたんだから。

大介：ありがとう、美咲。君となら、音楽を再び始めることができるかもしれない。

場面：学園祭のステージ

（美咲と大介がステージに立っている。彼らの演奏を生徒たちが聴いている）

美咲（心の声）：大介と一緒に、私の音楽をみんなに届けたい！

大介（心の声）：俺の音楽も、美咲と共演することで、新しい力を得られる気がする。

（美咲がピアノ、大介がギターを奏でる。二人の音楽が絶妙に調和して、会場は感動に包まれる。）

（演奏が終わった後、拍手と歓声が起こる）

美咲（感極まって）：みんな、ありがとう・・・！

大介（にっこり）：これからは、俺ももっと音楽に情熱を傾けるよ。美咲と一緒に。

（美咲と大介は互いに手を取り合い、未来へのメロディーを奏でながらステージを降りる）

場面：音楽室

（美咲と大介は音楽室で再び共演している）

美咲：大介、私たちの音楽はこれからもっと素晴らしい未来へと続いていくんだね。

大介：そうだな、美咲。一緒に未来へのメロディーを奏でよう。

（美咲と大介は再び音楽に没頭し、新たな音楽の旅が始まるのであった。）

（幕）

